
第 53号 ゆうりんの家通信 (3) 

２日目も朝からいい天気になりそうだ！ 

朝、目覚めて部屋のカーテンを開けると、爽やか

な青空で、２日目の「晴れの国」の岡山に相応し

いような晴ればれとした一日になりました。 

 

朝ごはんを食べ、宿泊先

のホテルを出発し、倉敷

美観地区へと向かいま

した。建物は、江戸から

明治・大正時代を思わせ

る昔ながらの風情豊かな街並

みが広がっていました。ジーン

ズの街とも言われ、小物入れや

かばん等のお店もありました

が、建物の多くは、入口が狭く、

店内には階段があり、車椅子で

入ることができる場所が少な

くて残念でした。 

 

最後の目的地後楽園へ GO! 

倉敷美観地区を出発し、後楽園（日本三名園の一

つ）へと向かいました。到着して昼食をいただき、

その後は、集合時間まで自由行動で、散策したり

お土産を買ったりしました。後楽園内は隅々まで

手入れが行き届いた鮮やかで美しい芝の緑に、目

と心が癒されました。

旅行を振り返って 

２日間ともいい天気に恵まれて、岡山の名勝地な

どを堪能して、皆さんとともに無事に旅を終える

ことができました。用意していたトイレ用具が足

りなくなり道中で買いに走ったり、帰り道に渋滞

に巻き込まれ京都への到着が予定よりも１時間ほ

ど遅れるなど、ちょっとしたハプニングもありま

したが、これらのことも含めて、みなさんの想い

出となれば嬉しく思います。 

  

この一泊旅行は、ゆうりんの家の発足当初より毎

年企画しているイベントです。外出が困難な障害

者に旅の楽しさを味わってもらいたいとの想いか

らスタートしました。その後、授産所など福祉施

設での旅行が中止となる中、みなさんの期待を感

じながらこれまで継続してきました。しかし、旅

行に同行するスタッフの確保や、旅費の捻出が嵩

むなど、来年以降も実施するのは困難になってい

ます。障害福祉サービスを利用しやすくなり、個々

で外出する機会も増えた昨今、外出が困難な障害

者に旅の楽しさを…という私たちの想いは果たせ

たのではないかと感じています。今後については

会員の皆さんのご意見も伺いながら、新たな試み

を模索していきたいと思っています。  

今年も多くの方々のご支援とご協力のおかげ

で、一泊旅行を実施することが出来ました。 

また、下記の関係先より温かなお心遣いもいた

だきました。ここに厚く御礼申し上げご報告さ

せていただきます。 

・村上壽子様 ・柳葉登美子様 

・中村聡子さんのお父様 ・スナックあや様 

・くろちゃん様 ・カラオケスナックさくら様 

・カラオケＢａｒオレとおまえ様 



(4) ゆうりんの家通信 第 53号 
 

英津子の経験話し 

元気だった母に、病気が発覚し、ショックを受

けました。２週間、手術をするため、入院をし

ました。弟と２人での生活が、初めての経験だ

ったので、不安や戸惑いがありました。移動支

援は、利用していましたが、家事支援は、初め

てでした。知っているヘルパーさん（BOS）ばか

りだったので、話しやすく、お願いすることが

でき、不便さは全然なかったのですが、いつも

家にいる母が居ないと違和感があり、昼間は、

仕事に来ているが、夜は、二人きりというのが、

なかなか慣れることができませんでした。晩ご

はんは、毎日、宅配のお弁当だったので、最初

の 1 週間ぐらいは我慢できましたが、それから

は、母の手料理が恋しくなって、つくづく、母

のありがたみが分かりました。今まで、考えた

ことがなかったのですが、病気をしたことがな

くても、いつ、何が起こるかわからないことの

怖さを知り、今回、考えるきっかけができまし

た。手術をしても、病気が治ったというわけで

はなく、これからも、母は、病気とつきあって

いかないといけなくて、今までの生活とは変わ

ってしまったので、なるべく、負担をかけない

ように、できることは自分でする、できないこ

とは、ヘルパーさんにお手伝いしてもらいなが

らやっていきたいなと思います。今回の母の入

院は、いい経験になりました。 

 

私たちの活動にご支援・ご協賛を賜りありがとうございます 

私たちの活動は多くの方々の温かいご支援・ご協力により成り立っております。ここに、ご厚志を

賜りました方々をご紹介申し上げ、お礼のご報告にかえさせていただきます。 

（順不同・敬称略・平成 29 年 8 月１日～平成 29 年 12 月 15 日） 

 

●年会費（平成２９年度）納入者ご芳名 

・高岡久一様  ・西田靖様  ・波多野英津子様 

●ご協力者ご芳名(空き缶・ペットボトル・プルタブのリサイクル活動などのご協力) 

・くろちゃん様 

○ 編 集 後 記 ○ 

53 号の発行が遅くなり、ごめんなさい。 

だんだん厳しい寒さになってまいりましたが、

体調を崩されたりしていませんか。 

2017 年も残り少なくなりました。今年やり残し

たことを急いでやっている方、新年の準備をさ

れている方もおられるかもしれません。 

皆さん、お体に気を付けて、よい新年をお迎え

ください。 

来年も「ゆうりん通信」を頑張って作りますの

で、どうぞよろしくお願いします。  (Ｅ.Ｈ) 

つい先日まで一泊旅行の段取りをしていたのに

今年もあと僅かとなりました。年々、月日が経

つのを早く感じるのは歳のせいでしょうか…。 

先日、知り合いから「来年から介護保険になる。

今までは障害者制度で支援を受けてきたが、介

護保険は自己負担がいるので心配」との話しを

聞きました。私自身もいずれ直面する問題です。

そのようなことも、今後通信で取り上げられた

らと思っています。 

来年もよろしくお願い申し上げます。 (Ｔ.Ｍ) 


